何故、 その 力 を はたらかし てこの 世の 悪 を 立ち どころ 

に 一掃 しないんだ。 この 疑問が 解決され ない うち は 僕 

は やっぱり 神の 存在なる もの を 全々 信じ 切る こと は 出 

来な いんだ ご 

斯ふ云 ひ 終って 苦しげ に 兄 は 溜 息をつきました。 兄 

は その 頃、 詩歌 小説に ふけりす ぎて 神経衰弱 になった 

結果、 或 友人の 深切に 誘 はれて、 キリスト教 信者と な 

リ かけて 居ました。 内気な 兄 は、 教会の 牧師に 面と 向 

つて、 思 ふま まに 質問が 出来ない のでお のづ とそれ が 

内に 鬱没 とし、 やがて 私の 方へ 発して 来る のでした。 

「たとえ 全身 を もって si 仰し 得られた としても、 僕 は 



行く 様な 盛装 を さ せられました。 下婢が 次ぎ の 間 ま で 

茶 や 菓子 を 運ぶ。 それ を 私が うけとって、 形式的に そ 

の 高貴の 前へ 供 へれば よかった のでした —— 私の 動作 

は 、 恐ら く 随分ぎ > J ちなくて 不愛想 であった にち が ひ 

ありません。 が、 その 五十 近くの 高貴の 人 は 何故か 非 

常に 機嫌が よくて、 あたり を 顧みて は快談 哄笑 をし つ 

づけて 居ました。 

やがて その 人 は 何 かふと 思 ひついた 様でした。 と、 

に はかに 私に 後 を 向けて 浴衣 着の 上半身 を 裸体に しま 

した。 そして、 家来に 命じて 縁先き に 水の 汲んで あつ 

た 洗面器の なかから タオル をし ぼ つて 持つ て 来させ ま 
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